
 

１．学校教育目標について 

 

 

 

 

 

 

「人に、物に、出来事に、感謝の気持ちをもち、物事に感動できる感性豊かな心」を育む 

  人は、一人では「人」であり、まだ「人間」ではなく、人と人との関わり合いの中にあるから

「人間」となります。子どもたちは、家族と、友だちと、教職員と、地域の方々と、日々関わり

合い、過ごしています。そうした人たちとの関わり合いを豊かにするために、大切と考えること

は、「感謝の心」⇒「笑顔」と「ありがとう」です。 

  ・「笑顔」は、人の心も自分の心も明るくあたたかくします。笑顔で接してもらえると安心しま

す。うれしくなります。やさしくなれます。自分の笑顔が人を癒します。元気づけます。 

  ・感謝の気持ちをもち、「ありがとう」の言葉で伝え合うことは、自己他者肯定感を高め、認め

合い、高め合う関わりを育てます。 

 

２．令和８年度重点目標について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標「人間性豊かな子ども」には、目指す子ども像として「元気でやりぬく子」「すす

んで学ぶ子」「思いやりのある子」の３つがあります。どれもとても大切な目標ですが、その中で

まず一番目に重点を置いて育てる子ども像は、「思いやりのある子」であると考えました。 

「思いやりのある子」では、目指す具体的な子ども像として次の７つを掲げています。 

①自分の命と、命あるものを慈しみ大切にする子 

②他者を認め、思いやり、支援する心を持つ子 

③感性と想像力を大切にしている子 

④決められた約束やルールを守る規範意識を持つ子 

⑤明るさと笑顔、挨拶を大切にしている子 

⑥なかよく協力・協働することの大切さを知る子 

⑦周りの人への感謝の気持ちを持つ子 

 

  「思いやりのある子」で掲げた子ども像を目指していくために「自己他者肯定感を高め、認め

合い高め合う関係を築く力を育てる」ことを大切にしていきたいと思います。それは、この力を

育てることが、他の２つの目指す子ども像「元気でやりぬく子」「すすんで学ぶ子」が目指す力の

基礎にもなると考えるからです。自己他者肯定感が高まってこそ、元気でやりぬこうとしたり、

すすんで学ぼうとしたりすることができるのではないでしょうか。 

こうしたことから、令和８年度の重点目標を「自己他者肯定感を高め、認め合い高め合う関係

を築く力の育成」、スローガンを「笑顔と『ありがとう』あふれる学校」としました。 

 

元気でやりぬく子 思いやりのある子 すすんで学ぶ子 

http://kodomonomori888.com/%e5%b9%b3%e6%97%a5%e3%81%ae%e7%bf%92%e3%81%84%e4%ba%8b%e3%80%8c%e3%82%b9%e3%82%a4%e3%83%9f%e3%83%b3%e3%82%b0%e9%80%9a%e3%81%84%e3%80%8d%e3%82%92%e3%81%82%e3%81%8d%e3%82%89%e3%82%81%e3%81%a6%e3%81%84/%e7%99%bd%e6%9e%a0%e5%90%84%e5%9c%92%e3%81%b8-300/


３．スローガン「笑顔と『ありがとう』あふれる学校」について 

（１）自分らしさを安心して、伸び伸びと 

   子どもたちは、一人一人がそれぞれに素晴らしい力を持っています。つい短所だと思うこと

ばかり目に付いてしまいがちですが、それは短所ではなく、その子らしさであり、そこにその

子の長所があるということもたくさんあります。 

   例えば、「どうも落ち着きがなくって」・・・それは、活発で行動的で、色々なことに興味を

持てるのです。「何だか頑固で、意地っ張りで」・・・それは、自分の気持ちをしっかり持って、

一生懸命考えているのです。「どうも控えめ過ぎて、言いたいことも言えないようで」・・・そ

れは、人の気持ちをたくさん受け入れてあげられる、人をとっても安心させてあげられる素敵

な心の持ち主です。 

   子どもたちは、それぞれに違った素晴らしい力、可能

性、自分らしさを持っています。一人一人の子が、その

自分らしさを安心して、伸び伸びと、思い切り発揮し、

笑顔がいっぱいにあふれる学校を目指していきます。 

 

（２）そのために大切なこと 自己他者肯定感を高める ～笑顔と「ありがとう」あふれる学校～ 

 ①笑顔あふれる学校 

まず、子どもたちが自分を好きになること、自分で自分らしさを認めていけるようにするこ

とが大切です。自分で自分のことを嫌だなと思っていて、自分らしさを発揮しようとは思わな

いでしょう。でも、自分で自分のことを認めるのは、案外難しくて、そう素直にはできないも

のです。時に人は、自分が短所だと思い込んでいるところにばかり気になってしまって、自分

自身を嫌いになってしまうことがあります。でも見方を変えれば、それがその人らしさであり、

長所だということもよくあります。自分で自分らしさを認めて、好きになるには、周りの人が、

その子らしさを認めて、大切にしようという気持ちで接していなければ、なかなかそうはいき

ません。子どもたちがお互いに認め合い、大切にし合う、ということがとても大事になります。 

そのためには、一人一人がお互いのことをよく知っていなければなりません。子どもたちが

お互いの個性、その人らしさを知っていなければ、そして、それをその人の長所として大切に

してあげようという気持ちを持っていなければ、汐入小学校という集団の中で、その子らしさ

なんてなかなか発揮できるものではありません。 

「そんなことしたら、どうせみんなに文句言われる。」「みんなに見られると恥ずかしい。」

「勝手なことばかり言って、私の気持ちは全然聞いてくれない。」といった雰囲気の中では、不

安で自分らしさを発揮する気にはならないでしょう。 

 

「大丈夫だよ。応援するよ。安心して任せられるよ。私たちが協力するから、心配しなくて

いいよ。」こうした周りの仲間の信頼の目や言葉に包まれたときこそ、人は本当の自分の姿や

力を発揮することができ、笑顔があふれるのだと思います。そして、自分を知り、認めてくれ

る仲間がまわりにいるということは、その人にとっては、たいへんな安心になり、失敗を恐れ

ない勇気になり、最後までやり抜く力になります。 

また、心からの喜びに満ちた笑顔は、周囲の人も勇気付ける力があります。子どもたちがお

互いに友だちを安心させたり勇気付けたりして、笑顔いっぱいにしてあげられる関係を築いて

いけるように取り組んでいきます。 

 

 ②「ありがとう」あふれる学校 

   そのためにも、「ありがとう」という気持ちと言葉を大切にしたいと思います。日々の生活の

中には、できて当たり前、あって当たり前、分かってもらえて当たり前のことのように思って

しまっていることや、とても素晴らしいことなのに気に留めなければそのまま流れて行ってし

まうようなことがたくさんあります。そうした一つ一つのことに感謝の気持ちを持ち、それを

「ありがとう」の言葉で伝え合うことができたとき、人は、うれしくなります。優しくなれま

す。安心できます。自信が持てます。つながり合えます。教室が、学校が、「ありがとう」の気

持ちと言葉であふれたとき、子どもたちは、自分を好きに、仲間を好きになれると思うのです。 



 また、人は、つながり合いの中で生きています。人に親切にしてもらい、うれしかった思い

や自分が受けた思いやりの心、感じた感謝の気持ちを、相手の人にだけ返すというのではなく、

他の人にも返してみること。自分を大切に思ってくれている人に対して感謝の気持ちを持つこ

とができたなら、自分がその人と同じように思いやりの心を持った人になること。親切にされ

た相手にだけ親切にしたり、相手からの見返りを期待して親切にしたりするのではなく、自分

が受けた思いやりの心を、自分ができるとき、できる人に対して、できる形で表していくこと。

それが、人がつながり合いの中で生きているということだと思います。 

 

③子どもたちの成長のために チーム汐入一丸となって 

   そうはいっても、まだまだ相手のことを考えるより、自分中心のこともたくさんあるでしょ

う。友だちとの行き違い、上手くいかないこと、思うようにならないことなどもたくさん起き

ることでしょう。それはあって当然です。でも、その一つ一つをみんながお互いに解決してい

く経験が重要です。それは、子どもたちがお互いに認め合い高め合う関係を築くための大切な

学びになります。そして、将来に向けて、子どもたちが自らより良い人間関係をつくっていく

力のベースとなっていきます。 

 

   そのために、まず教職員が子どもたち一人一人のことをよく知り、日々の学校生活の様々な

場面で、その子らしさを、その子の良さ、素晴らしさとして話し、伝えていきたいと思います。

そのためにも、日常の中からこそ見えてくる子どもたちの本音やその子らしさを見取り、子ど

もたちが安心して教職員に相談できる関係をつくることを大切にしていきます。 

 

子どもたちは、一人一人がそのままで本当に素晴らしい存在です。それは、何かができるか

らとか、何かの役に立つからということではありません。その存在そのものが、素晴らしい輝

きを放ち、人の心を豊かにし、笑顔や力を与えることができます。一人一人の子の存在そのも

のを大切にし、「あなたがいてくれることが、うれしいんだよ。」「今日も会えたね、ありがとう。

一緒にいてくれて、ありがとう。」という思いを伝え続けていきたいと思います。 

かけがえのない子どもたちと共に過ごせることに感謝の気持ちを持ち、子ども理解を深め、

子どもたちの成長のために教職員一同チーム汐入一丸となって「笑顔と『ありがとう』あふれ

る学校」を目指していきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

最後までお読みくださり、ありがとうございました(^^) 

 


